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研究成果概要 
大気チェレンコフ望遠鏡の次期計画として、日米欧 25 か国約 1500 名が参加している

Cherenkov Telescope Array Observatory (CTAO)計画が進行中である。CTAO 計画で

は、大(口径 23m)・中(口径 12m)・小(口径 4m)の大気チェレンコフ望遠鏡を南北半球の

サイトに、計約 100 台並べることにより、観測エネルギー範囲を 20 GeV から 300 TeV
と広げ、従来に比べ一桁高い感度で宇宙ガンマ線を観測する。日本グループ(約 120 名)
は、大口径望遠鏡の全体運営、カメラおよび分割鏡の開発・運用を主導している。さら

に、小口径望遠鏡カメラの開発に貢献している。大口径望遠鏡 LST に関する今年度の成

果を以下に述べる。 
(1) ラパルマ島での LST 2-4号機の建設を進め、3-4号機の構造体が完成した。日本グ

ループが製作した分割鏡を LST 4 号機に取り付ける作業が 12月に完了した。 

(2) 2021年 8月に発生した再帰新星 RS Ophの爆発フレアを LST初号機で観測し、ガン

マ線を 6.6σ の有意度で検出した。陽子のエネルギースペクトルが、爆発後 1日目

の約 0.26±0.08 TeVから 4日目の約 1.6±0.6 TeVへと時間とともに高エネルギー

側へシフトすることが示され、陽子起源が示唆された[1]。 

(3) かにパルサーからの 20-700 GeVガンマ線を LST初号機で検出し、P1と P2のエネル

ギースペクトルはべき型で、指数は～3.44と～3.03であった[3]。 



(4) 銀河中心領域の拡散ガンマ線放射が LST初号機で観測され、スペクトルのカットオ

フエネルギーは 29 TeV (2.8σ)であった[7, 8]。 

(5) 観測史上最も明るいガンマ線バースト GRB221009A (z=0.151)を LST 初号機で観測

し、バーストから 1.3 日後のガンマ線検出の有意度は約 4σであった[10]。 

(6) LST初号機によって、活動銀河核 OP313 (z=0.997)からの超高エネルギー(VHE)ガン

マ線が初検出され、VHEガンマ線領域において最遠方の活動銀河核となった[11]。 
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